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銀河系に最も近い系外銀河である LMCには、銀河系と同等の光度を持つHII領域から、30Doradusのように
銀河系には存在しないような高い光度を持つ HII領域が存在している（Kennicutt & Hodge 1986）。HII領域は
最近のOB型星形成の証拠であり、これらのHII領域と星形成の場である分子雲とを比較することは、LMCにお
ける星、星団形成の特徴を調べるうえで非常に重要なことである。Davies，Elliott & Meaburn (1976)は、シュ
ミットカメラで Hαと［NII］とを併せた輝線の観測を行い、LMC内に約３５０個の HII領域を同定している。
我々が今回 12CO スペクトルを観測した領域 (水野 他 本年会)には、そのうちの約３００個が含まれている。こ
れらのHII領域と分子雲との位置的相関を調べた結果、次のようなことがわかった。
（１） HII領域のうち、約６０%が分子雲に付随している。また、我々が同定した分子雲約２５０個のうち、

HII領域の付随している分子雲は約１００個あり、これらの分子雲では現在星、星団形成が活発に起こっている
と考えられる。このうち約２０個は、すでに若い星団が付随している（山口 他 本年会）。残りの約８０個の分子
雲ではHII領域のみが付随していることから、活発な星、星団形成の初期段階の分子雲であると考えられる。ま
た、６０万太陽質量以上の質量を持っているにもかかわらず、HII領域、星団ともに付随していない分子雲も２、
３個見つかってきた。これらは、これから活発な星団形成を起こす可能性を秘めた分子雲であると考えられる。
（２）表面輝度の高いHII領域（約２００個）の約６５%が分子雲に付随しているのに対して、表面輝度の低
いHII領域（約１００個）は約４０%しか付随していない。
（３） HII領域のサイズごとに付随している割合を見てみると、顕著な相違は見られない。
講演では、これらの結果に基づいて、HII領域が付随している分子雲と付随していない分子雲の物理量の比較、
およびHII領域が付随している分子雲において、星団が付随しているものとしていないものの物理量の比較をお
こない、それらの相違について議論する。


